
避難シミュレーションの概要・目的・ユースケース

 避難シミュレーションの概要

 災害時の避難状況をコンピュータシミュレーションによって模擬

対象災害 ：地震、津波、水害、火災など

解析対象 ：都市・地域、建物 (イベント施設, 高層ビル)、地下街、鉄道車両など

 避難シミュレーションの活用目的[例]

 防災計画：施設計画／都市計画(まちづくり)

 防災教育・啓発

今後

「リアルタイム災害対応」

への展開も視野に
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津波避難ビル



避難シミュレーションを用いた地域避難検証①：詳細検証
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[引用元 ]土木計画学研究：群集シミュレーション手法を活用した
大規模ターミナル駅周辺の避難誘導情報の施策検討、2012

高層ビルからの避難は、ビル敷地内に一時避難し、

敷地内が混雑(赤色)すると広域避難場所へ避難を始める

歩道の混雑度を

避難者の色で表現

 大規模地震発生後を想定した広域避難場所への避難検証 ◆概要

大規模地震発生後を想定し、駅利用者、
商業エリア来街者、オフィスビル勤務者の
避難行動を想定してシミュレーション実施。

避難誘導方法の違いによる効果を検証。

①避難誘導無し（駅方面への流動も発生）

②最寄りの避難先に誘導（対向流回避）

③避難先を積極的に制御（混雑集中抑制）

◆入力データ

〇解析空間データ

・建物形状／街区形状／地下街・地下通路

・避難開始地点(建物・境界)／避難場所入口

・歩道/階段/出入口等の幅員、避難場所容量

・歩行者動線ネットワーク

〇避難者人数（建物／避難者発生地点別）
駅
方
面

◆シミュレーション解析

各避難者の避難行動をシミュレート。

混雑による速度低下等を考慮。

国土地理院基盤地図情報
人口統計データ等を利用

シミュレーション動画再生



避難シミュレーションを用いた地域避難検証②：簡易検証
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開発システム出力例

 避難困難地域抽出・避難施設新設効果検証

 避難所の位置、経路、収容人数を考慮して、地域住民の避難状況をシミュ
レートします。これにより、避難計画策定に資するエリア別の避難時間、
混雑経路等を図示。



 ３D都市モデルを用いた解析空間モデル構築の高度化

 3Dモデルを用いることによる避難動線設定の精度向上

土地の起伏、階段部など上下動線の場所、寸法、形状（勾配含む）など

3D都市モデルを用いたシミュレーションの高度化①：モデル構築
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都市部の空間は複雑で
2D地図での動線把握には
限界がある

渋谷駅東口歩行者デッキ

本シミュレーションは、国土交通省関東地方整備局東京国道事務所 の発注業務において株式会社福山コンサルタント および 株式会社ベクトル総研 が実施しました。
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